別紙様式
平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：農業費　目：農業総務費
	事業名: 岐阜県指導農業士連絡協議会活動促進費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　農政部　農業技術課　普及企画担当　電話番号：058-272-1111（内2845　）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11419@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：630千円（前年度予算額：630千円）

	事業内容


	１　事業の内容


次代を担う農業後継者の育成・確保のため、農業高校生、農業大学校生の研修生を積極的に受入れ、本県農業の担い手育成に取り組む指導農業士団体の活動運営費に対する経費を助成する。
※　指導農業士とは

　自らリーダーとして地域の農業振興に取り組み、農業大学校生等の農家研修の受け入れ等を通じて、農業後継者の育成・指導を行う農業者を市町村長の推薦を踏まえ知事が認定するもの。
	２　所要経費


　継続(630)

　　活動運営費　630
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　２　儲かる農業・林業・畜産業を実現し、持続可能な農山村をつくる

　・　就農情報の提供や相談活動、就農支援研修の実施から、就農後の技術、経営支援による就農定着までの一貫した就農支援体制を整備する

　・　農業の発展を願う個人又は団体による農業大学校生の教育・就農の支援を促進する

	２　これまでの取組状況


　指導農業士は、農業大学校生のファームステイ及び農業高校生のインターンシップの受け入れを行うとともに、新規就農者の育成や支援を行っている。また農業者のリーダーとして、地域の農業振興の推進役を担っている。
	３　これまでの取組に対する評価


　指導農業士は高い技術を有しているとともに、経営感覚に優れ、地域の信頼も厚いため、研修生は効率的に実践力を身につけることができ、優れた担い手が育成されている。　　　

なお、今後、農業従事者の高齢化がさらに進むため、若い担い手育成が喫緊の課題であり、指導農業士は今後とも重要な役割を担う。

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
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	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
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	一　般
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